第３部　無機物質
教科書P240～244

実験日　　月　　日（　　）　共同実験者　　　　　　　、　　　　　　　　 試料番号　　　
 (
　　
は沈殿、　　　は溶液
)
確認できた金属の『沈殿反応カード』を欄に入れる。
 (
確認操作
確認操作
確認操作
（　　　　）色溶液
【混合水溶液中の金属イオン】
　　　　　　　　　　　
（　　　　）色溶液
（　　　　）色溶液
)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　操作（１）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　操作（２）

　　　　　　　　　






　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　操作（３）
　　　　　













１．実験上の注意事項
（１）手袋や保護メガネ、必要ならばマスクの着用をしてください。
（２）使用した廃液はドラフト内にて回収します。（カドミウムが入っている試料は別容器に回収）
（３）硫化水素H2Sは有害気体です。直接においをかいだり、手であおいだりしないでください。。
（４）硝酸や塩酸、アンモニア水が手についた場合は、水道水でしっかりと洗い流してください。
（５）アルコールランプ、ガスバーナーの扱いに注意してください。
（６）溶液を加熱する際は、沸騰石を2粒程度加えてください。
（７）写真について
沈殿物や溶液の色などの記録のため写真を撮ること。ただし、実験に必要のない撮影は絶対にしないこと。写真も評価の対象です、記念撮影のような画像は評価できません。

２．金属イオンの混合溶液について
Ag＋、Cu2＋、Cd2＋、Fe3＋、Zn2＋、Ca2＋、Na＋のうち3種の金属イオンを含みます。ただし、Cu2＋、Cd2＋、Zn2＋のうち1種、Ag＋、Fe3＋、Ca2＋、Na＋のうち2種を含む混合溶液とします。

３．実験操作の手順
　基本は別紙の「金属イオンの分離と確認　フローチャート」を使用して実験を進めていくが、それぞれの操作において細かな注意点や観察点などを以下に示します。
操作①　塩酸HClは2滴程度でよい。加えすぎると操作③において塩基性にするのにアンモニアNH3を多く加えないといけなくなります。
　　　　【確認操作】ろ過した後、ろ紙を広げて静置し、色の変化をみてください。
操作②　硫化水素H2Sを加えて金属硫化物の沈殿をさせる場合は、十分に硫化水素H2Sを加えて沈殿を出してください。ろ過した後のろ液のpHを万能pH試験紙で確認してください。
　　　　【確認操作】ろ過し、ろ紙上にある沈殿物を溶かす場合は、薬さじですくって新しい試験管の中に入れて溶かしてください。
操作③　NH4Clを加える際は、触っても大丈夫なくらいまで冷ましてください。
　　　　NH3aqを加えて沈殿が生成する場合は、沈殿の生成がなくなるまでNH3aqを加えてください。加えすぎることがないように注意してください。また、溶液のpHを万能pH試験紙で確認してください。
操作④　ここでH2Sを加えても金属硫化物の沈殿が生じない場合、NH3aqを数滴加えてみてください。
操作⑤　(NH4)2CO3を加える際は、触っても大丈夫なくらいまで冷ましてください。
操作⑥　炎色反応を見る際は、ステンレス製の薬さじに溶液をつけ、ガスバーナーで炎の色を確認してください。アルコールランプでは確認できません。
　　　　【確認操作】塩酸HClaqで溶かす場合、溶液が無色透明になり、反応がしなくなるまで慎重にHClaqを加え続けてください。
４．実験結果の記録と発表について
（１）「金属イオンの分離と確認　フローチャート」
実験後、実験結果を発表してもらいます。その際、発表しやすいようにメモしてください。
（２）「金属イオンの分離と確認（記録・発表用紙）」
沈殿反応が起こらなかった操作についても実験操作に記入してください。また、（１）のプリントにメモした必要な事項も記入してください。
（３）確認できた金属イオンの『沈殿反応カード』を記録・発表用紙に入れて説明してください。
○○を○○滴加えると○○色の沈殿ができ、～となったので○○イオンが確認できました。
○○の結果が得られたので、○○の操作は省きました。
　　　など丁寧に発表を行ってください。

５．レポート作成、提出期限について
　実験操作や実験結果をまとめ、レポートを提出してください。
提出期限は　月　日（　）まで
（１）実験日、共同実験者（本人の名前を左に書く）、試料番号の記入忘れがないようにしてください。
[bookmark: _GoBack]（２）「金属イオンの分離と確認（記録用紙）」のコピーを4ページ目に添付してください。
（３）「金属イオンの分離と確認」実験レポートは、実験操作や実験結果を文章でまとめてください。その際、説明しやすいようにフローチャートを活用してかまいません。また、写真の大きさを「沈殿反応カード」程度,、最大２枚までとします。
（４）発展課題については、フローチャートを活用して操作などの記述をしてください。
（５）左上をホチキスでとめて提出してください。
